
大麦だより（第５号）
令 和 ７ 年 ２ 月 日

J A 能 美

地区
条間
（㎝）

備考
茎数
（本/m）

茎数
（本/㎡）

消雪期追肥

川北 ① ３０㎝ 93 269 要

川北 ② ３０㎝ 143 420 要

能美 ① ３０㎝ 227 680 不要

能美 ② ３０㎝ 分施 141 453 要

能美 ③ ３０㎝ 130 387 要

○管内大麦の生育状況（２月３日時点）

・排水不良のままでは、根張りが弱まり、

追肥の効果が期待できません。

・２月中旬までに明渠の補修を実施し、

排水口がワラやゴミで詰まっていた場

合は取り除きましょう。

明渠の補修について
排水溝の連結部を確認！

管内の大麦の生育はバラつきが多く、ほ場ごとに追肥の有無を確認
し、生育量に応じて追肥を行いましょう。



消雪期追肥について（２月下旬：平均気温５℃）

状
態

見た目の生育量
（条間３０㎝）

生育量のめやす（茎数） 施肥量
（１０ａあたり）条間２５㎝ 条間３０㎝

茎
数
過
剰

１７５本/m以上
（７００本/㎡以上）

２１０本/m以上
（７００本/㎡以上） 追肥不要

穂
数
増
加
が
必
要

１５０～１７５本/m
（６００～７００本/㎡）

１８０～２１０本/m
（６００～７００本/㎡）

ＮＫ１７号：６kg
（窒素量：１kg）

１５０本/m未満
（６００本/㎡未満）

１８０本/m未満
（６００本/㎡未満）

ＮＫ１７号：１２kg
（窒素量：２kg）

（１）一発肥料を使用した場合
排水がよくないと十分な肥効が
得られません

（２）分施の場合

状態
生育量のめやす（茎数） 施肥量

（１０ａあたり）条間２５㎝ 条間３０㎝

茎数過剰 ２００本/m以上
（８００本/㎡以上）

２４０本/m以上
（８００本/㎡以上）

ＮＫ１７号：１２kg
（窒素量：２kg）

茎数適正 １６０～２００本/m
６５０～８００本/㎡）

２００～２４０本/m
（６５０～８００本/㎡）

ＮＫ１７号：１８kg
（窒素量：３kg）

茎数不足 １６０本/m未満
（６５０本/㎡未満）

２００本/m未満
（６５０本/㎡未満）

ＮＫ１７号：２４kg
（窒素量：４kg）

越冬後追肥は、施用が遅れたり量が多すぎると、草丈の伸びすぎによ
る倒伏のおそれがあります。

麦が肥料を吸収できる気温になる、２月１５日～２月下旬に適量施用し
ましょう。

雑草対策について

薬剤 使用量 希釈水量 使用回数 使用時期

ｶﾗｽﾉｴﾝ
ﾄﾞｳ対策

バサグラン液剤 100～200ml/10a 70～100L/10a １回 収穫90日前まで

ｽｽﾞﾒﾉﾃｯ
ﾎﾟｳ対策

ハーモニーDF
（水和剤）

10g/10a 100L/10a １回 節間伸長期まで
（ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ5葉期まで）

雑草は、越冬前に多くのほ場で散見されました。２月の雪解けから雑草も成長を始めます。
雑草が大きくなると、除草剤が効きづらくなるので、小さなうちに除草剤で処理しましょう。


